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Go To トラベル事業に対する人々の認識・意見: 

Twitterテキストの分析 

岡野 雄気 1 
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新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた観光需要を喚起するために，日本では Go To トラベル事

業が実施された． Go To トラベル事業は，観光業界の支援に効果を発揮した一方で，国や地方自治体から

の不要な移動の自粛が要請されていたことや感染拡大に対する懸念から， 一般市民に混乱をもたらした

側面もあったと指摘されている．今後に同様の事業が実施される際には， 事業主体と一般市民との間で

適切なコミュニケーションが行われることが求められるが， そのためには Go To トラベル事業に対する

一般市民の認識や意見を把握しておくことが有用だと考えられる． そこで本研究では，ソーシャルメデ

ィアのひとつである Twitter を利用する．事業が公表されてから停止されるまでの期間に Twitter に投稿さ

れたテキストを分析することで，Go To トラベル事業に対して人々がどのような認識や意見を持っていた

かを把握する． 
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1. 序論 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡大の影響を

受けた観光需要を喚起するために，日本では Go To トラ

ベル事業が実施された．Go To トラベル事業は 2020 年 4

月 7 日に，「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」

の中の需要喚起キャンペーン「Go To キャンペーン事業」

のうちのひとつとして発表された．事業は 7月 22日に開

始され（東京都発着の旅行は除く），10月 1日からは東

京都発着の旅行も対象となった．その後における感染状

況等によって，11 月 24 日から一部地域で一時停止措置

が取られ，12 月 28 日からは全国を対象に一次停止措置

が取られた． 実施された期間におけるGo Toトラベル事

業の利用実績は，約 8,781万人泊（7月 22日～12月 28日

チェックアウト分）と発表されている 1)．また，Go Toト

ラベル事業の効果については，宿泊旅行者数等の指標に

基づいた検証も進められており，一定の効果が見出され

ている．Matsuura and Saito2)は，発着都道府県間の宿泊旅行

者流動の推計データを利用して，Go To トラベル事業で

展開された価格割引戦略の効果を検証し，観光事業者に

とって費用対効果の高い手段であったと結論づけている．

森ら 3) は，宿泊旅行統計調査の都道府県間旅行移動デー

タの分析に基づいて，Go To トラベル事業が都道府県間

の観光移動を促進させたことを確認した．ただし森ら 3) 

は，政策実施には一種のアナウンスメント効果があるこ

と，つまり，Go To トラベル事業の実施は，外出自粛の

解除という一般市民へのメッセージとなり，事業を利用

しない観光移動も誘発させた可能性を指摘している． 

一般市民に向けたメッセージ・情報の側面については，

真子 4)や室岡 5) が問題点や今後の課題を指摘している．真

子 4) は，Go Toトラベル事業には人の移動を促す側面があ

った一方，国や地方自治体からは移動の自粛が要請され

ていたことから，一般市民の行動に混乱が起きていたと

の見解を示したうえで，今後事業が再開される場合には，

政府・地方自治体・事業者・一般市民の間における適切

なリスク・コミュニケーションが望ましいと述べている．

室岡 5) は，事業の初期に旅行に対するネガティブなイメ

ージがあったこと，その上でネガティブなイメージを払

拭するためには観光事業者の情報発信が重要だと述べて

いる． 

こうした指摘が示すように，今後に同様の事業を実

施する際には，政府や事業主体と一般市民との間で適切

なコミュニケーションが行われることが求められる．そ

して，そのためには今回のGo Toトラベル事業に対する

一般市民の認識や意見を把握しておくことが有用だと考

えられる． 

一般市民の認識や意見を把握する際の代表的な方法

はアンケート調査であり，Go To トラベル事業に関して

もアンケート調査に基づいた数々の調査研究が実施・報

告されている 6–8)．他方で，ソーシャルメディアデータ

も，人々の認識や意見の把握に活用されており，特に

Twitter に投稿されたツイートはそうした研究資源の代表

である．ツイートは COVID-19 に関連する研究において
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もデータとして利用されており，感染拡大，外出制限策，

ワクチン接種などに対する一般市民の認識・意見の研究

がみられる 9–14)．また，Twitter 等のソーシャルメディア

データから把握した一般の人々の認識や意見を政策立案

に有効活用することが期待されている 10,15,16)． 

以上を背景に本研究では，Go To トラベル事業に対す

る人々の認識・意見の大局的な把握を目的として，事業

が公表されてから停止されるまでの期間に Twitter に投

稿されたGo Toトラベルに関するツイートを分析した．

テキスト分析及びネットワーク分析の手法を利用し，

Go To トラベル事業に関する主要な話題の特定を試みた．

さらに，ある話題に関するツイートの多寡の動向など，

対象期間における話題の変遷を可視化した． 

 

 

2. 方法 

(1)  データ収集 

本研究では，2020年 4月 7日から 12月 31日の期間に

日本語で投稿されたGo Toトラベル事業に関連するツイ

ートを，Twitter API の Academic Research access17)を利用し

て収集した．ツイートの検索キーワードには「“GoTo ト

ラベル” OR “Go To トラベル” OR “GoToTravel” OR “Go To 

Travel”」を用いた．収集を 2021 年 11 月 8～12 日に実行

した結果，3,850,934件のツイートを得た． 

このうち，分析に利用するツイートを次のように絞

り込んだ．まず，リツイート，認証ユーザーによるツイ

ートを除外した．さらに，同一ユーザーによる同一の内

容と判定したツイートを除外した（同一の内容を大量に

投稿するユーザーが存在するため）．また，外部のウェ

ブサイトへのリンク（URL）のみのツイートを除外した．

このプロセスを経た時点では 738,414 件のツイートが残

った．さらに，自動投稿ツール等によるツイートを除外

するために，ツイートの投稿元の情報に基づいて絞り込

みを行った．一般的に利用されている投稿元に絞るため

に，まず利用ユーザー数が上位 10 件の投稿元を取り出

した．これら 10 種の投稿元によるツイートは，上記で

残っていたツイート数（738,414 件）の 89.5%を占めてい

た．これらの投稿元のうち，他のサービスと連携して自

動で投稿されるようなもの（Instagram，WordPress.com，

SmartNews）を除いて，Twitter クライアント 7 種（Twitter 

for iPhone，Twitter for Android，Twitter Web App，Twitter for 

iPad，TweetDeck，TwitPane for Android，Echofon）を一般的

に利用されているものとして選定した．これら 7種の投

稿元によるツイートは 643,201 件（87.1%を占める）であ

った． 

このようにして選定したツイート 643,201 件を分析に

利用した．含まれるユーザー数は296,844であった． 

(2) ツイートテキストの前処理・単語への分割 

話題特定の分析を行うための前処理として，テキス

トを単語に分割する処理（形態素解析）を施した．形態

素解析器には MeCabiを，単語の認識に利用される辞書

にはmecab-ipadic-NEologd（2020年8月20日, v0.0.7）18–20)を

使用した．形態素解析の事前には，mecab-ipadic-NEologd

の利用時に推奨されている文字列の正規化処理iiのほか，

テキスト中の URL の正規化（添付画像 URL，外部リン

ク URL 別），他ユーザーへのメンションの正規化，Go 

To トラベルを表す語の統一，絵文字・数値の桁区切り

の除去の処理を施した．正規化処理等をしたテキストに

形態素解析を適用した．ストップワードの除去には，日

本語ストップワードのリストとして広く利用されている

SlothLibiiiを用いた．形態素解析で得られた単語（及びそ

の品詞情報）について，品詞の大分類が名詞もしくは形

容詞の単語を以降の分析の対象とした．名詞および形容

詞の単語は，文の実質的な内容を表す「内容語」に該当

し 21)，特に名詞はテキスト中の話題，形容詞は書き手の

認識・意見の特定に有用だとされるためである 22)．その

うえでさらに，話題の特定に有用だと考えられる品詞細

分類の単語を選出した．名詞については細分類が「一

般」，「サ変接続」，「固有名詞（ただし人名は除い

た）」，形容詞については「自立」の単語を対象とした．

ただし，ハッシュタグは形態素解析による分割をせずに，

そのものをひとつの単語として扱った．以上の処理によ

って，ツイートを単語で分割されたテキスト（以後，分

かち書きテキストと呼ぶ）に変換した．ツイート全

643,201 件の分かち書きテキストに含まれる単語は

169,470語であった． 

(3)  Go Toトラベル事業に関する話題の特定 

ツイートに含まれる主要な話題の特定は，Rule らの研

究 23)を参考にして，単語のネットワーク分析に基づく方

法を採用した．この方法では，まず対象とする単語につ

いて全ての単語ペアの類似度を計算し，単語間の類似度

行列を得る．この類似度行列に基づいて，単語をノード

とするネットワークを生成する．単語と単語を結ぶリン

クの重みは類似度である．続いて，生成したネットワー

クにおいて，単語間の繋がりが強いサブネットワークを

特定する．これによって，単語をいくつかのグループに

分類する．同一のサブネットワークに属する単語は，意

味的・文脈的に類似するため，話題の特定に活用するこ

とができる． 

本研究では単語間の類似度を，GloVe24)を利用して得

られる単語の分散表現ベクトルから算出した．GloVe は，

単語のベクトル表現の一種である単語分散表現を得るた

めのモデルのひとつである．単語の分散表現ベクトルは，

テキストデータから単語の共起関係を学習することで得
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週（日付は当該週の1日目）

通常ツイート 返信ツイート 引用ツイート 返信かつ引用ツイート

られる．得られたベクトルは他の単語との意味的類似性

の測定に利用することができる．パラメーターをデフォ

ルトの設定（次元数 50，最小出現度数 5）のままとして

GloVeを適用し，出現度数が 5以上である 41,684語につ

いてそれぞれの分散表現ベクトルを得た． 

単語の数が多いため，ネットワーク分析に使用する

単語を出現度数に基づいて選定した．41,684 語のうち，

出現度数の上位 3 つの「GoTo トラベル」，「url_other

（正規化したリンク）」, 「@username（正規化したメン

ション）」は話題の特定に適さないため除いた．残りの

41,681 語の単語について，出現度数が多い順に選定して

いき，選定した単語の出現度数の合計が 41,681語の総出

現度数の 8 割に達したところで止めた．選定した単語

（41,681 語）について，全ての単語ペアのコサイン類似

度をそれらの分散表現ベクトルから計算し，類似度行列

を作成した． 

続いて，類似度行列を基にして，単語ネットワーク

を作成した．作成にあたっては，単語間の繋がりが弱い

リンクを除去した（ここでは類似度の閾値を 0.2 とし

た）．次に，話題を特定するために単語ネットワーク内

のサブネットワークを特定した．これにはコミュニティ

抽出法のひとつである Louvain 法 25)を用いた．後述する

ように，4 つのサブネットワークが特定された．サブネ

ットワークごとの特徴的な単語を把握するために，ノー

ドの固有ベクトル中心性を算出した． 

(4)  対象期間における話題の変遷 

続いて，対象期間における話題の変遷の可視化を試

みた．まず，各ツイートを特定された話題のいずれかに

分類するために，ツイートそれぞれについて各サブネッ

トワークとの類似性を，次のようにして算出した．サブ

ネットワークについては，そのサブネットワークが持つ

単語数の要素からなるベクトルを作成した．ベクトルの

要素は，当該サブネットワークにおける単語の固有ベク

トル中心性とした．一方，ツイートについては，4 つの

サブネットワークそれぞれに対応する形で，4 つのベク

トルで表現した．例えば任意のツイートについて，サブ

ネットワーク A との類似性を計算する場合，ツイート

は A に属する単語の数と同じ要素数からなるベクトル

で表現した．ベクトルの各要素は，それらの単語が当該

ツイートに出現する度数とした．このようにして得たサ

ブネットワークのベクトルとツイートのベクトルについ

てコサイン類似度を計算した．他のサブネットワークと

の類似度についても同様に計算した．そしてツイートを，

類似度が最大のサブネットワークの話題として分類した．

ツイートが持つ単語全てがいずれのサブネットワークに

も属さない場合には「不特定」に分類した．以上のよう

にして全てのツイートを分類したのち，話題別のツイー

ト数を週単位（ISO 週番号に基づいた月曜始まり日曜終

わり）で集計した． 

 

 

3. 結果 

(1)  データセットの概観 

分析に用いたツイートは 643,201 件であり，そのうち

一般のツイートが 515,777 件で，80.2%を占めた．投稿ユ

ーザー数は 296,844 で，一ユーザーあたりのツイート数

の中央値は 1（平均値 2.2，最大値 657）であった．ツイ

ートの週別集計値を図-1に示す． 

  

図-1 分析に用いたツイートの週別集計 
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価格・割引 政府批判 報道・ニュース 旅行への期待

順位 単語 中心性 単語 中心性 単語 中心性 単語 中心性

1 宿泊 1.000 逆 1.000 発表 1.000 楽しい 1.000

2 得 0.965 政策 0.986 一時停止 0.979 楽しみ 0.987

3 安い 0.949 出端 0.981 新型コロナウイルス 0.971 久しぶり 0.955

4 宿 0.945 しない 0.978 検討 0.960 遊び 0.948

5 クーポン 0.945 無い 0.975 方針 0.959 仕事 0.944

6 割引 0.935 なんだろう 0.970 NHK 0.949 ご時世 0.933

7 適用 0.930 人達 0.962 共同通信 0.942 遠出 0.931

8 予約 0.914 これだけ 0.952 事業 0.932 いい 0.929

9 35% 0.912 理解 0.947 表明 0.920 だし 0.925

10 共通 0.912 意味 0.935 ニュース 0.914 久々 0.920

(2)  Go Toトラベル事業に関する話題 

単語ネットワークのコミュニティ抽出の結果，4 つの

サブネットワークが特定された．各サブネットワークが

持つ単語の傾向及び単語それぞれの固有ベクトル中心性

の大きさを踏まえて，サブネットワークが表す話題を，

「価格・割引」（含まれる単語数：859 語），「政府批

判」（900 語），「報道・ニュース」（591 語），「旅

行への期待」（355語）と名付けた．表- 1には，サブネ

ットワークごとに固有ベクトル中心性が大きい上位 10

語を示している．また，単語ネットワークを図-2 に示す．

視認性のために，図示している単語及び単語間のリンク

は全体の一部である．図-2 には，サブネットワークにお

ける中心性の大きさが上位 20%の単語を示している．単

語の文字サイズが中心性の大きさに対応している．また，

図示している単語間のリンクは類似度が 0.5 以上のもの

である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表- 1 サブネットワークの単語（ノード）と固有ベクトル中心性（上位10件） 

報道・ニュース 

政府批判 

旅行への期待 

価格・割引 

図-2 Go Toトラベル事業に関する話題を表す単語ネットワーク 
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(3)  対象期間における話題の変遷 

各ツイートの話題を判定した結果，「価格・割引」が

178,458 件，「政府批判」が 172,752 件，「報道・ニュー

ス」が 171,816 件，「旅行への期待」が 97,112 件，「不

特定」が 23,063件であった．話題別のツイート数の集計

結果を図-3 に示す．図-3 には日本国内における COVID-

19陽性者数の推移 26)を併せて示している． 

 

 

4. 考察 

図-3をみると，7 月 20 日の週頃，11 月 16 日の週，12

月 14 日の週において，いずれの話題においても局所的

ピークがみられる．これらはそれぞれ，Go To トラベル

事業の全国（東京除く）での開始（7 月 22 日），

COVID-19対策分科会から政府への提言（11月 20日），

全国を対象とした一時停止措置の決定・公表（12 月 14

日）に対する反応が主だと考えられる．分科会の提言iv

では，感染拡大の状況を踏まえてGo Toトラベル事業の

運用見直しに言及しており，その影響の大きさが伺える． 

特に「報道・ニュース」と「政府批判」はこれらの週

において顕著である．この 2 つの話題の動向は，Go To

トラベル事業の性質もあり，陽性者数の推移と類似して

いる．事業開始時期（7 月 22 日）は感染拡大傾向にあ

ったこと，事業の初期に旅行に対するネガティブなイメ

ージがあったとの指摘 5)を踏まえると，事業の初期段階

における情報提供・コミュニケーションに焦点を当てた

検証が重要だと考えられる． 

また，「報道・ニュース」と「政府批判」の連動性か

らは，メディアによる報道内容が「政府批判」に関する

話題の盛り上がりに大きく影響していることが推察され

る．ただし，テレビが Twitter の投稿を取り上げること

で，さらにTwitterで話題が拡散することになった事例 27)

も報告されている．そのため，一般市民に対する適切な

情報提供・コミュニケーションの観点からは，マスメデ

ィアとソーシャルメディアとの関係についてさらに検討

を進めることが求められる． 

「価格・割引」は他の話題とは異なり，最大のピーク

が 10 月 5 日の週にみられる．これは，事業の東京での

開始（10 月 1 日）を反映しているものと考えられる．

「旅行への期待」は分類されたツイートが他の話題より

も少なく，また局所的なピークは顕著な大きさではなく，

対象期間にわたって同程度の水準で推移している．ツイ

ートの少なさには，旅行することに対する後ろめたさが

影響している可能性が考えられる 8)． 

実施した分析は大局的な把握に留まるため，実態の理

解を深めるにはツイート内容を参照する必要がある．ま

た，本研究が扱ったデータは，一ユーザーのツイート数

は少なく，個々のユーザーの認識・意見の変遷を表して

はいないことに注意が必要である．より適切なコミュニ

ケーションを検討するにあたっては，ひとりひとりの認

識・意見が，その後変わるのか，その変化に情報の提供

がどういった影響を与えるかの検討が望ましく，今後の

課題である． 
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第 66 回土木計画学研究発表会・講演集



6 

5. 結論 

本研究はGo Toトラベル事業に対する一般市民の認識

を大局的に把握することを目的に，2020年 4月 7日から

12月 31日の期間に Twitterに投稿されたツイートの分析

を行った．テキスト分析及びネットワーク分析を適用し

た結果，Go To トラベルに関する主要な話題として「価

格・割引」，「政府批判」，「報道・ニュース」，「旅

行への期待」が特定された．また，これらの話題に関す

るツイートの多寡の動向を検討した結果，局所的なピー

クの時期とGo Toトラベル事業の主だった出来事との関

連性を確認できた．特に顕著であった「報道・ニュース」

と「政府批判」からは，ツイートの多さとメディアによ

る報道内容との関連性が推察された．政策立案・実施に

おいて一般市民と適切なコミュニケーションを進めてい

くためには，マスメディアとソーシャルメディアとの関

係を検討する必要性が示唆される． 

本研究が行った話題の変遷の可視化は，Twitter をはじ

めとするソーシャルメディアデータの特徴を活かしたも

のである．証拠に基づく政策立案においては多様な情報

源を参照することが重要 15)であるため，ソーシャルメデ

ィアデータの特徴を踏まえたうえで，情報源のひとつと

して有効活用していくことが期待される． 
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